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はじめに
　私は国立研究開発法人　産業技術総合研究所（産
総研）に勤務していますが、昨年の夏に、横浜国大
化学科に所属する学生の訪問を受けました。学生の
皆さんは大変熱心に見学していきましたが、短時間
だったこともあって、研究のことを話し足りない想
いがありました。今回、このような機会をいただき
ましたので、私の研究経験を書くことをお引き受け
することにしました。

産総研とは
　産総研は、日本最大級の公的研究機関として、国
の機関であった工業技術院の各研究所を中心に独立
行政法人として2001年にスタートしました。現在、
常勤職員は3000名弱で、テクニカルスタッフ、ポ
スドク、学生、企業からの研究員等、合わせて8000
名程度が研究に携わっています。今年の４月１日か
ら第４期中期計画に入ったところで国立研究開発法
人となり、「社会ニーズ、産業ニーズを踏まえた世
界最高水準の研究とその成果の“ 橋渡し” により、
イノベーションの中心となって持続可能な社会の実
現に貢献し、社会から信頼される研究所」を目指し

ています。研究現場として、７つの研究領域（エネ
ルギー・環境領域、生命工学領域、情報・人間工学
領域、材料・化学領域、エレクトロニクス・製造領
域、地質調査総合センター、および計量標準総合セ
ンター）を持ち、総合力を充分に発揮できるような
組織となっています。

研究開発の楽しさ
　私の学生時代の研究テーマは「多官能基化合物に
対するシフト試薬の応用に関する研究」というもの
でした。ナフチリジン等の複素環化合物の合成と核
磁気共鳴（NMR）スペクトルの測定に、ほとんど
の研究時間を費やしました。工業技術院東京工業試

化学と共に歩んだ40 年あまり
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　13号では将来化学に係る仕事を目指す学生に何か
刺激となるようなエピソードや思いを社会経験のあ
る先輩からいただいて特集記事を企画いたしました。
本号では第一線でご活躍中の4名の方の経験を紹介
させていただきます。この企画は単年度企画にせず、
継続的な掲載ができればと思っております。化学関
連の仕事に携わっている方（必ずしも化学に限定す
るつもりはありませんが）からできるだけ多くの悩
みや、苦しみ、そして楽しみに関して学生の心を打
つようなエピソードを紹介していければと思ってお

ります。投稿にはエネルギーが必要とは思いますが、
そこを何とか皆様のサポートをいただけると助かり
ます。

なお、原稿は随時受け付けております。原稿のボ
リューム：A4用紙（1,600字）に.1-2枚程度、原稿
は紙ベースでも電子媒体でも構いません、原稿送付
先：国大化学会事務局（住所およびメールアドレス
は本誌の最後のページに掲載）となります。
以上お力添えをお願い申し上げます。

特集：化学を楽しむ・考える
「国大化学会会誌」編集責任者　鷺谷広道
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験所（産総研の前身）に入所してからは水環境化学
に関する研究に従事しましたので、NMR装置から
は遠ざかっていました。７年間が過ぎた時に基礎化
学部に移る機会を得て、また、NMRを用いた研究
に携わることになりました。NMRは分子を構成す
る水素や炭素などの原子一つ一つを区別し、それら
のつながりの情報も得られるという画期的な手法で
すので、生体物質などの複雑な有機化合物の構造解
析に無くてはならないものとなっています。ＮＭＲ
スペクトルを用いた構造解析が非常に威力を持つた
め、研究所内外からの問い合わせが多く、共同研究
を多数行うことができました。産総研内の研究者と
の共同研究が中心ですが、筑波大学をはじめとして、
大学の先生方とは、頻繁に情報交換、共同研究を
行っていました。研究室内でも日常的に議論は行っ
ていましたが、外部の方とのそれは、緊張感もあり、
刺激的だったことを覚えています。
　企業との共同研究では、いくつかの思い出深いも
のがあります。初めて、企業との共同研究に参加し
たのは、水環境化学研究室の頃で、金属を担持した
活性炭の有機物とリン酸の同時吸着といった研究を
行い、ライセンシングすることが出来ました。ＮＭ
Ｒを用いての共同研究としては、20年以上も前に、A
社から持ち込まれた課題がありました。フェノール
誘導体の酸化重合に関して、複数のオリゴマーがで
きるが、それらの構造の違いと生成比を知りたいと
のことでした。構造の似通った芳香環が多数存在し
ますので、NMRスペクトルは複雑でしたが、種々
の二次元NMR法を用いることによって、苦労しな
がらも帰属することができました。その時には、解
析結果を渡して、終了しましたが、だいぶ後になっ
てから、A社のOBの方から、その時の結果は大変
役に立って、研究が発展したと聞かされました。今
では、企業と産総研の研究者とは、通常、共同研究
契約を結んで深く付き合いますが、当時は気楽な感
覚で測定を引き受けていたと記憶しています。
　有機化合物の構造解析手法は種々ありますが、
NMR法とX線結晶構造解析法は原子レベルの情報
が得られる点で、非常に有効な手法です。X線結晶
構造解析法では、固体中の精密な原子の位置がわか
ることにより、立体構造が分かりますが、NMR法
は溶液中での構造に関しての情報を得ることができ
ます。これら、二つの手法を組み合わせると、有機
化合物の構造と性質の研究に関して、さらに威力を
発揮します。私も、「ペリ置換ナフタレンの構造と
反応の研究」、「クラウノファンの構造と分子認識の
研究」等について、X線結晶構造解析法の専門家

（元産総研　後藤みどり主任研究員）と共同で、１
０報を超える論文を国際誌に掲載することが出来ま
した。クラウノファンはクラウンエーテルと似た大
環状化合物ですが、フェノール性の水酸基を持つこ
とが特徴で、産総研から宇都宮大学へ移られた平谷
和久教授が新規に合成したものです。ＮＭＲスペク
トルから、22員環のクラウノファンでは１分子の水
と親和性を持つことが示唆されましたが、Ｘ線結晶
構造解析法により、水分子が４つの水素結合を介し
て、擬４面体構造を取っていることが明らかになり
ました。19員環では、このような水分子の包接は見
られず、25員環では、２分子の水を包接していて、
環のサイズによって包接挙動が全く異なるというこ
とが分かりました。また、アミド結合をもつクラウ
ノファンでは、適当な環サイズによって、二酸化炭
素を取りこむという興味深い性質を持っています。
　超分子の一種としてロタキサンという一連の物質
があります。輪分子と軸分子が絡み合った構造をし
ていて、複数の構成分子の間に共有結合がないのに
バラバラにならないという化合物です。クラウノ
ファンの研究は、ロタキサンの研究に発展し、多数
の論文を発表することができました。これらの合成
法も平谷さんの卓抜したアイデアによるものです。
ロタキサンのNMRスペクトルは大変複雑でしたが、
種々の二次元NMR法を駆使することによって、帰
属することができ、構造と性質に関する面白い知見
が得られました。

イノベーションコーディネータとして
　私は10年ほど前に研究現場を離れ、産学官連携
推進部門の産学官連携コーディネータ、イノベー
ション推進本部のイノベーションコーディネータを
経て、現在、材料・化学領域のイノベーションコー
ディネータとして産学官連携の仕事に携わっていま
す。企業のニーズと産総研のシーズをマッチングさ
せる事が、主な仕事です。私の研究経験から、化学
系企業、材料系企業の案件を扱う事が、多くなって
います。これらの企業の皆さんとの付き合いは、
マッチング案件だけでなく、日本化学会の化学フェ
スタ実行委員、新化学技術推進協会の戦略提言委員
会等の委員会活動を通じても、日常的に行っていま
す。経済産業省、ＮＥＤＯ等のプロジェクト審査委
員と共に、これらの委員会活動を通じての科学技術
に関する最新の知識を得られることは、大きな喜び
となっています。これらの活動に、研究を行ってき
た経験が大いに役立っています。
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　横浜国立大学生の皆様、そしてOBの皆様、初め
て寄稿させていただく川村研究室（旧内藤研究室）
を2005年に卒業致しました吉田祥吾と申します。

　現在、私は長谷川香料株式会社、総合研究所にて、
研究開発職として勤務しており、日々、香料に関す
る研究開発をおこなっております。香料と言われて
もイメージが湧きづらいかとも思いますが、実のと
ころ香料というのは、皆様の暮らしに大いに関わっ
ております。例えば飲料、お菓子、ラーメン等の加
工食品の裏側に記載されている原材料表示の中に
「香料」と記載を見つけることができますし、シャン
プー、ボディーソープなどの表示にも「香料」とい
うような表示を見つけていただけると思います。
　そのような食品、日用品に対して、消費者の皆様
が好まれる香りを提供し、更なる付加価値をつける
ことを目標とし、日々研究・開発をおこなっており
ます。

　さて、今回の題目である「化学を楽しむ」という
ことですが、仕事として化学業界の端に身をおく者
としては、「化学を楽しむ」ことは非常に難しいこと
ですが、やりがいのあることだと思っています。

　たしかに、日常の業務の中で「化学」というもの
には常に接しており、横浜国立大学で養った？化学
の知識を十分に活かして？？仕事をしているつもり
です。また、横浜国立大学の化学という観点で自分

化学を楽しむ

吉田　祥吾　2005年川村研究室（旧内藤研究室卒業）

自身を振り返ると、私の知識の基礎となっている部
分であり、有機合成化学、分析化学、界面化学、そ
の他の化学的知識を勉強する時間というのがこんな
に貴重だったのか！と今更ながら感じております。

　しかしながら、横浜国立大学で学んだ化学的知識
は、いろいろな観点から物事を見つめ、結合し、反
応させ、相互作用させるといった私の仕事の進め方
の土台になっていることは間違いありません。この
ような探求を卒業してから10数年繰り返しており、
このような仕事の進め方というのが、まさに「化学
を楽しんでいる」のではないかなと、自分自身では
感じています。
　学生の皆様は、研究が非常にお忙しいとは思いま
す。しかし、色々な化学にふれられるのは学生の特
権だと思います。今後、社会人として化学を楽しむ
ための下準備として、更に化学へ親交を深めていた
だければ、更に「化学を楽しむ」人生が待っている
のではないかと思います。

おわりに
　産総研のスローガンは「技術を社会へ」というこ
とで、研究成果を通じて、持続的社会の構築のため
に貢献したいと願っています。このような願いを一
つでも叶えるために、研究者のモチベーションを高
めていくことが必要と思っています。

謝辞
　化学に関連した研究を職業とするきっかけを作っ
ていただき、就職した後も引き続いてご指導いただ
いた横浜国立大学名誉教授廣田穣先生に深く感謝し
ます。また、多数の共同研究者の方々に、この場を
お借りして御礼を申し上げます。
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　今回、化学に関する仕事を通して感じた事やエピ
ソードを学生会員も興味が持てる内容で、というお
題で原稿執筆のお話しをいただき、まだまだ若輩者
ですが私の経歴とその中で感じた事を中心に執筆さ
せて頂きました。
　私は平成8年に物質工学科を卒業後、そのまま大
学院工学研究科博士課程前期、後期と進みました。
当時物質工学科は７つの大講座からなっており、私
はその中の生物工学大講座に所属して核酸化学を専
門とする上杉晴一先生に師事し、｢リボザイム｣ と
呼ばれる酵素活性を持つＲＮＡの機能を分子構造か
ら探る研究を行いました。平成14年に大学院を修了
し、博士研究員（いわゆるポスドク）として埼玉県
立がんセンター臨床腫瘍研究所で勤務し、｢ＲＮＡ
アプタマー｣ という標的分子に強く結合する能力を
持つＲＮＡ分子を作製し、がんの治療、診断薬への
応用を目指す研究を行いました。学生時代は研究で
使用する酵素や実験材料まで自分で調製し、多くの
部分を手作りで実験を進めていましたが、ポスドク
時代に入るといかに市販の物品を利用して少人数で
素早く実験を進め、成果を得るかということに重点
が置かれ、考え方が大きく変わったことが強く印象
に残っています。
　埼玉県立がんセンターでは8年間勤務し、その後
縁あって平成22年から母校の横浜国立大学で働くこ
とになりました。国大では機器分析評価センター Ｒ
Ｉ教育研究施設（平成24年まではＲＩセンター）
という放射線を扱う施設の技術職員として勤務して
います。国大での仕事は、放射線取扱主任者という
資格を取得して放射線施設の管理運営や法令対応を
行うほか、放射線やライフサイエンス関連の測定機
器の使用者のサポートや施設を利用する学生の指導
など、前職とはかなり内容の異なるものです。最近
では福島第一原子力発電所事故に関連して、環境中
の放射能測定等に関する研究サポートなども行って
います。これらの仕事は、目的や必要な知識のバッ

いろいろな分野に携わる楽しさ

田中　陽一郎（平成8年物工卒）

クグラウンドが前職とは内容が大きく異なり、当初
は苦労しました。放射線関係は特に法的な規制が厳
しいため、それに対応するための管理技術の習得が
必要だったこと、放射線の分野は放射線物理学・化
学・生物学・医学など裾野が非常に広い複合分野で
あることなど改めて学ばなければならないことが多
くありました。その中で、これまで放射性物質を
扱った実験を多く手がけていたことや、学部生時代
に学んだ化学や生物学、大学院～ポスドク時代に学
んだ先端知識や様々な機器による分析手法は非常に
役立ちました。特に大切なのは、ベースとなる学問
の知識を持つことで自分がどの部分を理解していて
どの部分がわかっていないのかを切り分けることが
できることです。自分の持つ知識の中で不足してい
るものを追加し、それを合わせることで新たな発見
につながります。それは研究活動だけでなく、様々
な仕事を行う上で私にとって非常に大切なことでし
た。学生時代に学んだこととは異なる職業に就く方
が多いと思いますが、離れた分野の知識こそ、それ
を結びつけられれば独自の技術 ･研究として大きな
成果につながるのではないかと思います。
　また、振り返るとこれまで就職や研究において大
学の研究室の先生や先輩、元々学部も違っていた
サークル活動の先輩にも手助けをして頂くなど、学
生時代のつながりが非常に大切でした。卒業生同士
のつながりからなる国大化学会の更なる発展を期待
しています。
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　学術界から産業界に至るまで、日本の化学領域は大
きな技術革新により社会に貢献してきた。その証拠に、
これまで7件のノーベル化学賞を輩出しているし、現在
も、その候補に数件はノミネートされている模様である。
　本学出身で本会会員でもあり、現在は東京理科大
学の藤嶋学長が世界をリードする光触媒もそのひと
つである。他には、多くの分野で実用に供されてい
るリチウムイオン電池もノミネートされている。
　リチウムイオン電池は、旭化成の吉野彰フェロー
の発明に大きく依存しているが、筆者も20年以上お付
き合いしており、共同監修の書籍も数冊刊行している。
　さて、筆者が就職したのは1978年4月のこと。ま
だオイルショックの余波を受けて、化学産業界の就
職は採用を控えたり縮小したりする企業が多く、と
ても厳しかった時代であった。
　その結果、巡り巡って自動車業界で成長過程に
あったホンダへ入社した。今でこそ、自動車業界は
電気電子系や化学・材料系の採用を拡大しているも
のの、当時は化学系の採用は少なく、また活躍でき
る分野も限られていた。
　しかし、当時考えたのは21世紀を迎えると、自動
車業界を取り巻く環境は必ずや変わると、すなわち環
境問題やエネルギー問題に直面し、自動車自体のパ
ラダイムシフトが起こるだろうという思いであった。
現在は正に、電動化や安全技術等でそうなっている。
　入社してほどなく担当した最初の大きな業務は、
自動車の腐食問題を解決するための技術開発プロ
ジェクトであった。北米や欧州に輸出を始めての腐
食問題が勃発したことに端を発したものだったが、
材料開発からの技術構築は、正に電気化学的センス
が求められるテーマであり、やりがいもあった。
　その成果は大問題の解決、技術構築、特許出願、
そして学術的価値が認められ、東京大学の工学博士
の学位を得たことであった。
　その後は、次世代技術研究を進めるために、1990年
初頭に和光基礎技術研究所へ異動させていただいた。
そこでテーマ探索しているうちに、同年9月に米国カ
リフォルニア州から電気自動車の法規が発効した。
　ホンダも電気自動車の開発が必須となり、モー
ターや二次電池の研究機能を創ることとなり、筆者
が電池研究室を創設する責任者として携わった。そ
の後、具体的な電池開発に携わり電気自動車やハイ
ブリッド車の実用化に繋げていった。正に、この分

業界を渡り歩いた経験からの化学分野の魅力

佐藤 登（昭和51年電化卒、昭和53年修士修了）

野も正真正銘の電気化学的センスが必要になってい
たため、直接貢献することができたのである。
　ところが2000年を迎えるあたりから、本田技術研
究所の経営陣が二次電池への投資よりも物理電池の
キャパシタに経営資源を投じることが起こった。反
論はするものの、これが引き金となり、ホンダでの
限界を感じ、会社を離れようと決意した。
　しかしながら、次の舞台が見つからない。そんな
折、2004年の初頭に筆者へ提案された案件が韓国サ
ムスン SDI 社からのスカウトであった。もちろん即
決せずに、じっくり考えての判断だったが、2004年
7月にホンダを退社し、同年9月に韓国へ赴任した。
　任されたのは中央研究所でのエネルギー分野の戦
略構築と技術経営であり、リチウムイオン電池、太
陽電池、燃料電池分野を主導すること。職位は常務
という立場で取り組んだ。ここでも電気化学のセン
スが要求されたが、大学とホンダでの知識、経験や
成果が役立った。
　結局、韓国で5年間、その後は本社経営戦略部門
に移ると同時に、東京六本木にあるサムスンビルに
て勤務することになり、2012年12月までの8年4か
月をサムスン SDI での業務にあたった。
　2013年からは現在在籍しているエスペック (株 )で
の経営的視点からの業務、名古屋大学での産学連携
に関する客員教授として、時折のコンサルタント、
日経ビジネスオンラインのコラムニストhttp://
b u s i n e s s . n i k k e i b p . c o . j p / a r t i c l e /
person/20130401/245962/　として活動を続けている。
結局は、化学的視点からの業務に今でも携わっている。
　今後の日本や世界において、化学分野での活躍の
場は拡大し続けている。現役学生の諸君におかれて
は、夢と希望、信念と情熱をもって化学分野に携わ
り、自らのアイデアと行動で、来るべき未来の扉を
開けてほしいと思っている。


